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Ｊ
Ａ
愛
媛
野
菜
生
産
者
組
織
協
議
会
（
事
務
局
：
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ

め
）
と
Ｊ
Ａ
う
ま
は
、
10
月
６
日
㈰
、
伊
予
郡
松

前
町
の
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
で
、
出
荷
が
本

番
を
迎
え
た
愛
媛
の
里
芋
ブ
ラ
ン
ド「
伊
予
美
人
」

を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
大
鍋
に
里
芋
「
伊
予
美
人
」

の
ほ
か
、
鶏
モ
モ
肉
・
に
ん
じ
ん
・
ご
ぼ
う
・
し

め
じ
・
ね
ぎ
を
加
え
て
作
成
し
た
「
芋
炊
き
」
約

４
０
０
食
分
を
無
料
配
布
し
ま
し
た
。

　

芋
炊
き
コ
ー
ナ
ー
は
、
11
時
の
開
始
前
か
ら
、

大
勢
の
家
族
連
れ
な
ど
が
長
い
列
を
作
り
大
盛
況

で
し
た
。
さ
っ
そ
く
食
べ
た
方
は
「
柔
ら
か
く
て

美
味
し
い
」
と
笑
顔
を
み
せ
、
愛
媛
の
秋
の
風
物

詩
「
芋
炊
き
」
に
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。
用
意

し
た
約
４
０
０
食
の
「
芋
炊
き
」
は
約
１
時
間
で

終
了
し
ま
し
た
。

　

５
年
目
を
迎
え
た
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
も
毎
年
継

続
し
て
き
た
こ
と
で
、
開
始
前
か
ら
行
列
を
作
る

方
も
年
々
増
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
う
ま
な
ど
は
、

愛
媛
の
郷
土
料
理
で
秋
の
風
物
詩
で
も
あ
る
「
芋

炊
き
」を
通
じ
た
Ｐ
Ｒ
活
動
を
続
け
、「
伊
予
美
人
」

ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

Vol.155

「
伊
予
美
人
」

Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト

（
松
前
町
）
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今月の表紙

　一段と布団の温もりが恋しい朝。「早
く起きなさいっ！」。何度目かのおかあ
さんの声に、やっと身支度を整え、学校
へ。ついこの間まで暑かったのがウソの
よう。吐く息は白く、朝の光に透ける紅
葉は色鮮やかに、白菜畑は初霜がキラキ
ラキラ。いいお天気になりそうですね。
今日も一日、元気にがんばっていきま
しょう。
●表紙：初霜
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.155

「伊予美人」PRイベント
（松前町）

●2　 　〈特集〉

	 生産者と消費者を結ぶ交流イベント

	 レインボーフェスティバル
	 in	えひめ2013
●5　　 『ふれ愛・媛ポーク』をPRする若手生産者集団
 「ひめとんボーイズ」がデビュー！

●6　　 THE・ねっとわーく

●7　　 統計BOX

●8　　 ふるさと  ESSAY  VOL.223

ワクワクドキドキ第二の人生Ⅲ
河上　たずみさん

●10　　 TOPIC NEWS

●13　　 なんでもBOX

●14　　 ＪＡふるさと自慢Vol.155「直売所めぐり」

 〈総集編　東予１〉
	 〜ＪＡうま・ＪＡ新居浜市・ＪＡ西条・ＪＡ東予園芸〜

●16　　 READERS通信

NOW  NOW  COOKING
〈今月の素材〉鶏卵

November 2013

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://fresh-ranran.jp/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　
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　ＪＡ全農えひめとグループ会社は、11月２日㈯、
松山市大可賀のアイテムえひめで、「レインボーフェ
スティバル in えひめ2013」を開きました。会場
は約２万人の人出で賑わいました。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
生
産
者
と
消
費
者

を
結
ぶ
懸
け
橋
」
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
と
グ
ル
ー
プ
会
社
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
県
内
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
回
が
21
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
、グ
ル
ー

プ
会
社
の
ほ
か
、
県
内
Ｊ
Ａ
・
生
産
者
組

織
な
ど
約
40
の
団
体
・
組
織
か
ら
旬
の
青

果
物
や
農
産
加
工
品
な
ど
地
域
特
産
品
が

勢
ぞ
ろ
い
。
各
ブ
ー
ス
で
は
、
試
食
や
袋

詰
め
放
題
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
な
が
ら
即

売
し
、
旬
の
味
覚
を
買
い
求
め
る
人
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

お
に
ぎ
り
や
う
ど
ん
、
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

や
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
づ
く
り
、
餅
つ
き
、
ト
ラ

ク
タ
ー
の
試
乗
、
寄
せ
植
え
、
ミ
カ
ン
の

皮
を
使
っ
た
ア
ー
ト
づ
く
り
な
ど
子
ど
も

た
ち
を
対
象
に
し
た
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
パ

ネ
ル
展
示
な
ど
を
通
じ
て
「
食
と
農
の
大

切
さ
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
」、「
ひ
め
と
ん

ボ
ー
イ
ズ
デ
ビ
ュ
ー
＆
豚
肉
セ
リ
」、「
ゆ

る
キ
ャ
ラ
と
遊
ん
で
賞
品
ゲ
ッ
ト
！
」、

「
獣
電
戦
隊
キ
ョ
ウ
リ
ュ
ウ
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
」
等
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
」
に
は
、
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
諏
訪
玄

県
本
部
長
と
愛
媛
み
か
ん
大
使
が
参
加
。

み
か
ん
大
使
に
よ
る
ち
び
っ
子
対
象
の
ク

生産者と消費者を結ぶ交流イベント

in えひめ2013in えひめ2013



▲ピーマンをいっぱい詰めて
笑顔

▲ホットケーキできたよ

▲みかんの皮を使ったアート
できました

▲みかんの皮アート

▲愛車のトラクターに乗って…

▲自分で握ったおにぎりは最高！

▲肉はやっぱり愛媛産

▲先着500人のちびっ子にプレゼント

▲卵の袋詰め放題
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イ
ズ
も
行
い
な
が
ら
、
11
月
３
日
＝
「
み

か
ん
の
日
」
か
ら
、
４
月
14
日
＝
「
オ
レ

ン
ジ
デ
ー
」
ま
で
実
施
す
る
「
オ
レ
ン
ジ

ロ
ー
ド
」
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
『
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
』
を
Ｐ
Ｒ
す
る

若
手
生
産
者
集
団
「
ひ
め
と
ん
ボ
ー
イ

ズ
」
デ
ビ
ュ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
チ
ー
ム
も
応
援
に
駆
け
付
け
、
ダ
ン

ス
や
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

畜
産
フ
ェ
ア
で
は
、伊
予
牛「
絹
の
味
」、

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
試
食
な
ど
を

通
じ
て
、
愛
媛
ブ
ラ
ン
ド
肉
の
消
費
拡
大

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ふ
る
さ
と
の
食　

に
っ
ぽ
ん

の
食
」
愛
媛
県
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て

実
施
し
た
、
食
べ
物
紙
芝
居
＆
バ
ル
ー
ン

等
の
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
を
集
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
役
職
員
が
持
ち
寄
っ
た
品
物
の

　
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
」と「
豚
肉
セ
リ
」

を
通
じ
て
集
ま
っ
た
11
万
８
、４
４
０
円

は
、
全
農
全
国
統
一
活
動
と
し
て
「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
東
日
本
大
震
災
義
援
金
」
に
全
額
寄
付

い
た
し
ま
す
。

　

多
く
の
Ｊ
Ａ
・
団
体
の
ご
協
力
に
よ
り
、

今
年
も
イ
ベ
ン
ト
を
盛
大
に
開
催
し
、
地

域
の
皆
様
に
「
豊
か
な
食
文
化
の
創
造
」

「
愛
媛
農
業
へ
の
理
解
促
進
」
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

▲みきゃんとＪＡ松山市のまる芽ちゃん、ひめ丸、
オレンジェルが参加して交流

▲オレンジロードスタートイベント



▲ＪＡえひめ南の米粉パン

▲ＪＡ今治立花は人気のレンコン！

▲椎茸同志会は恒例の乾椎茸すくいどりと試食
販促

▲ＪＡえひめ中央は小田・中山地区特産品を販売

▲ＪＡうまは里芋関連商品を販売

▲ＪＡにしうわなどのみかん袋詰めは大盛況

▲ＪＡひがしうわれんげ市場

▲ＪＡ周桑は味噌汁試食を交えて味噌の販売

▲ＪＡ愛媛たいきは旬の柿が人気

▲ＪＡ越智今治は豚肉串焼き

▲ガスコーナーでは卵焼き体験▲ポンジュース蛇口は長蛇の列 ▲教わりながら餅づくり体験
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　『ふれ愛
あい

・媛
ひめ

ポーク』は、ＪＡ全農えひめが認定
した農場（15農場）で生産～販売までをトータル管
理した愛媛県産豚肉ブランドです。
　この『ふれ愛・媛ポーク』のブランド認知度向上
に向けて、生産者自らが各種メディアや店頭におけ
る消費宣伝活動などの販促PR活動で一役買おうと、

『ふれ愛・媛ポーク』をPRする若手生産者グルー
プ「ひめとんボーイズ」を結成し、11月２日、松山
市のアイテムえひめで開催した「レインボーフェス
ティバル in えひめ2013」の会場で、お披露目（デ
ビュー）イベントを行いました。
　「ひめとんボーイズ」は、『ふれ愛・媛ポーク』の
認定６農場（今治市・大洲市・八幡浜市・鬼北町）
で働く、21歳から31歳までの後継者を中心とした８
人がメンバー。リーダーは、酒井庸裕さん（26歳・
酒井ビッグファーム）で、名前はブランドイメージ
キャラクターの「ひめとん」にちなんで名づけまし
た。
　デビューイベントでは、お揃いのユニフォームを
着たメンバーが登場。メンバー紹介、リーダーの酒
井さんが「『ふれ愛・媛ポーク』が皆さんに愛され
るようPRしていきたい」と抱負を話した後、応援
に駆けつけたフラガールズと踊りを披露し、最後に

「ひめとんボーイズ」のイメージソング「桃色の花へ」

を全員で合唱しました。
　「桃色の花へ」は、「ひめとんボーイズ」＆「とん
きゅう」（ＪＡグループの畜産関係の業務に従事す
る豚を愛する女性）が、作詞・作曲したオリジナル
ソング。豚に愛情を注ぐ生産者をイメージした作品
になっています。
　「ひめとんボーイズ」は、今後、店頭試食宣伝活
動や販促イベント、テレビやラジオ出演などを通じ
て、『ふれ愛・媛ポーク』をPRしていきます。これ
からも、「ひめとんボーイズ」への応援をよろしく
お願いします。
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『ふれ愛・媛ポーク』をPRする若手生産者集団

「ひめとんボーイズ」が
デビュー！



　

J
A
全
農
え
ひ
め
は
、

10
月
か
ら
、「
ク
ミ
ア
イ

配
置
家
庭
薬
事
業
」
を
、

ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
の
製
造

元
で
あ
る
協
同
薬
品
工
業
㈱
に
事
業
移
管

し
ま
し
た
。

　

協
同
薬
品
工
業
㈱
（
本
社
・
山
形
県
長

井
市
）
は
、
J
A
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
し

て
組
合
員
の
健
康
管
理
活
動
に
貢
献
す
る

た
め
、
ク
ミ
ア
イ
配
置
家
庭
薬
の
製
造
・

販
売
事
業
を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
は
、
協
同
薬
品
工
業
㈱

生活
資材課

10
月
、
ク
ミ
ア
イ
配
置
家
庭
薬
事
業
を

協
同
薬
品
工
業
㈱
に
事
業
移
管
し
ま
し
た
。

長
、
協
同
薬
品
工
業
㈱
の
横
澤
泰
雄
代
表

取
締
役
社
長
な
ど
関
係
者
35
人
が
出
席
。

諏
訪
県
本
部
長
と
横
澤
社
長
が
事
業
移
管

契
約
書
に
署
名
・
調
印
後
、
握
手
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　

諏
訪
県
本
部
長
は
、「
本
日
の
再
ス
タ
ー

ト
を
機
に
、
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
配
置
事
業

の
よ
り
一
層
の
レ
ベ
ル
向
上
、
ク
ミ
ア
イ

家
庭
薬
の
事
業
理
念
で
あ
る
『
組
合
員
の

く
ら
し
と
健
康
を
ふ
れ
あ
い
で
守
る
掛
け

橋
』
と
し
て
の
機
能
発
揮
に
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
横
澤
社
長
は
「
県

内
22
名
の
配
置
員
と
と
も
に
、
組
合
員
の

く
ら
し
と
健
康
を
守
る
、
地
域
に
貢
献
す

る
家
庭
薬
配
置
事
業
の
な
お
一
層
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

事
業
移
管
式
後
に
は
、
協
同
薬
品
工
業

㈱
愛
媛
営
業
所
開
所
式
が
行
わ
れ
、
引

き
続
き
愛
媛
営
業
所
配
置
員
と
な
る
22
名

に
横
澤
社
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
協
同
薬
品
工
業
㈱
愛
媛
営
業
所

は
、
J
A
全
農
え
ひ
め
生
活
セ
ン
タ
ー
内

に
事
務
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◇
協
同
薬
品
工
業
㈱
愛
媛
営
業
所

　

〒
７
９
１

−

２
１
９
２

　

伊
予
郡
砥
部
町
拾
町
１
６
５

　

℡
０
８
９

−

９
４
８

−

８
８
５
１

愛
媛
営
業
所
が
、
県
内
の
ク
ミ
ア
イ
家
庭

薬
事
業
と
と
も
に
配
置
員
22
名
と
薬
剤
師

を
引
き
継
ぎ
、
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
内
の
「
ク
ミ
ア
イ
家
庭
薬
配
置

事
業
」
は
、
昭
和
63
年
度
に
ス
タ
ー
ト
。

J
A
全
農
え
ひ
め
が
医
薬
品
配
置
販
売
業

登
録
を
行
い
、事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

平
成
24
年
度
は
、
県
内
10
J
A
で
配
置
戸

数
は
３
万
１
、１
６
６
戸
、
配
置
総
金
額

は
２
億
１
、５
７
０
万
円
の
実
績
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
ク
ミ
ア
イ
配
置
家

庭
薬
事
業
」
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ネ
ッ

ト
販
売
・
調
剤
薬
局
・
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
・

同
業
他
社
と
の
競
合
激
化
、
組
合
員
の
高

齢
化
等
に
よ
り
取
扱
高
が
右
肩
下
が
り
と

な
る
な
ど
、
近
年
急
激
に
変
化
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
従
来
の
事
業
形
態
で
は

新
規
配
置
先
の
確
保
等
の
事
業
拡
大
、
配

置
員
の
資
質
向
上
、
お
よ
び
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
態
勢
の
強
化
等
に
限
界
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
J
A
全
農
え
ひ
め
で
は
昨
年

か
ら
関
係
組
織
等
と
事
業
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
。
各
組
織
と
の
協
議
・

合
意
を
受
け
て
、
専
門
性
を
有
す
る
広
域

会
社
で
あ
る
協
同
薬
品
工
業
㈱
に
事
業
移

管
を
行
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

10
月
１
日
に
開
催
し
た
事
業
移
管
式
に

は
、
J
A
全
農
え
ひ
め
の
諏
訪
玄
県
本
部

▲握手する横澤社長（左）と諏訪県本部長

6
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資料：農林水産省統計部『作物統計調査』

図２　平成25年産はだか麦の都府県別
　　　収穫量割合

愛媛県
32％

香川県
24％

大分県
20％

福岡県
9％

その他
15％

収穫量
１万4,600ｔ
（100％）

図１　はだか麦の作付面積及び収穫量（都府県・子実用）の推移

資料：農林水産省統計部『作物統計調査』
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作
付
面
積

う
す
ぐ
麦
ま
き
の
季
節
と
な
り
ま

す
。

　

麦
は
冬
の
寒
さ
を
耐
え
て
成
長
し
、
麦

秋
の
５
月
、
黄
金
色
の
穂
を
風
に
な
び
か

せ
、
は
だ
か
麦
が
収
穫
期
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
は
、
東
予
、
中
予
を
中
心
に
見
ら
れ

る
愛
媛
の
風
物
詩
で
す
。
今
月
は
、
愛
媛

県
の
主
要
農
産
物
で
あ
る
は
だ
か
麦
の
生

産
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

平
成
25
年
産
は
だ
か
麦
の
都
府
県
の
作

付
面
積
（
子
実
用
）
は
５
、０
１
０
ha
で
、

６
１
０
ha
で
、
前
年
産
に
比
べ
て
増
減
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
10
ａ
当
た
り
収
量

は
２
８
６
㎏
で
、
前
年
産
に
比
べ
て
22
㎏

（
８
％
）
上
回
り
、
収
穫
量
は
４
、６
１
０

ｔ
で
前
年
産
に
比
べ
３
６
０
ｔ
（
８
％
）

増
加
し
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
に
お
け
る
は
だ
か
麦
の
作
付
面

積
は
昭
和
61
年
産
以
降
28
年
連
続
、
収
穫

量
は
昭
和
62
年
産
以
降
27
年
連
続
全
国
第

１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
産
麦
は
、
平
成
12
年
か
ら
、
は
種

前
に
生
産
者
と
実
需
者
と
の
間
で
生
産
量

や
取
引
価
格
に
つ
い
て
契
約
を
行
う
民
間

流
通
制
度
が
導
入
さ
れ
、
平
成
18
年
６
月

に
は
政
府
無
制
限
買
入
制
度
が
廃
止
さ

れ
、
制
度
的
に
も
完
全
に
民
間
流
通
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
25
年
度
麦
の
生

産
者
に
対
す
る
支
援
は
「
経
営
所
得
安
定

対
策
」
に
よ
り
、
主
に
畑
作
物
の
直
接
支

払
交
付
金
と
水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金

に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
は
だ
か
麦
の
生
産
拡
大
の
た
め

に
は
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
安
定

供
給
体
制
を
確
立
で
き
る
よ
う
、
排
水
対

策
の
徹
底
等
に
よ
る
作
柄
の
安
定
化
、
生

産
性
が
高
い
優
良
品
種
の
開
発
・
普
及
、

基
本
技
術
の
励
行
を
含
め
た
生
産
対
策
を

総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー
農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

前
年
産
に
比
べ
て
40 

ha
（
１
％
）
増
加

し
ま
し
た
。
10
ａ
当
た
り
収
量
は
２
９
１

㎏
で
、
前
年
産
に
比
べ
て
46
㎏
（
19
％
）

上
回
り
、
収
穫
量
は
１
万
４
、６
０
０
ｔ

で
、前
年
産
に
比
べ
２
、４
０
０
ｔ（
20
％
）

増
加
し
ま
し
た
（
図
１
）。

　

都
府
県
別
に
み
た
収
穫
量
の
割
合
は
、

愛
媛
県
が
32
％（
４
、６
１
０
ｔ
）を
占
め
、

２
位
は
香
川
県
で
24
％（
３
、４
９
０
ｔ
）、

３
位
が
大
分
県
で
20
％
（
２
、９
１
０
ｔ
）

と
な
っ
て
お
り
、
上
位
３
県
で
全
国
の

約
８
割
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。
ま

た
、
作
付
面
積
の
割
合
で
見
る
と
、
愛
媛

県
が
32
％
（
１
、６
１
０
ha
）、
大
分
県
が

20
％
（
１
、０
２
０
ha
）、
香
川
県
が
18
％

（
９
２
０
ha
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
の
作
付
面
積
（
子
実
用
）
は
１
、

作付面積は28年連続、収穫量は27年連続日本一！ ～愛媛県のはだか麦
－平成25年産麦類の作付面積及び収穫量（都府県）調査結果（概数）の概要から－

も都
府
県
の
作
付
面
積
、

収
穫
量
は
増
加

愛
媛
県
の
収
穫
量
は
、

前
年
産
に
比
べ
増
加
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昭和24年７月８日、上浮穴郡小田町（現喜多郡内子町）生まれ。
若い頃から農業に惹かれ、農家に嫁ぎたいとの思いはあったが、
岡山の音楽大学を卒業から１年、教師をしていた夫と結婚。夫
の定年までの35年間、音楽教室や個人レッスンでピアノ教師を
続ける。３人の子どもに恵まれ子育てを楽しむ一方、25年間ソ
フトバレーボールで汗を流す。興味のあることをいろいろと体
験したが、農業をあきらめきれず、15年ほど前にコミュニティ
農園で農業デビューを果たす。本格的に農業をしたいという夢
がさらに膨らみ、久万高原町役場を訪ねて何度も農地を紹介し
てもらうが希望通りとはいかず、半ばあきらめかけていた頃に
希望に見合う農地が見つかり、還暦を過ぎてついに農業の夢を
実現する。現在は伊予郡松前町に在住し、車で約40分の上浮
穴郡久万高原町の４反７畝の農地へ通い、松前町の農地１反も
含め、農業を満喫中。2012年に農業１年目の体験記「女61歳
初めての農業」（東京図書出版発行）を出版。書籍ご希望の方は
℡090-5912-2731（河上）まで。

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

第
二
の
人
生
Ⅲ

　

３
年
目
を
迎
え
た
農
業
は
、
長
女
の
出
産

の
為
の
里
帰
り
と
予
想
も
し
な
か
っ
た
私
の

帯
状
疱
疹
の
中
で
始
ま
り
ま
し
た
。
出
産
に

備
え
、
農
作
業
の
出
来
る
こ
と
は
早
め
に
準

備
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
田
植
え
前
の
作
業

は
休
む
わ
け
に
も
い
か
ず
、
痛
み
を
こ
ら
え

て
久
万
高
原
の
田
畑
へ
出
向
い
て
行
き
ま
し

た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
就
農
前
の
単
調

だ
っ
た
生
活
か
ら
一
変
し
、
私
に
と
っ
て
毎

年
大
き
な
出
来
事
と
共
に
農
作
業
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
ま
す
。
４
年
目
と
な
る
来
年
の
春

は
、
新
し
く
久
万
高
原
町
の
町
中
に
出
来
る

産
直
市
「
天
空
の
郷
さ
ん
さ
ん
」
の
開
店
と

同
時
期
に
始
ま
る
予
定
で
す
。
そ
の
工
事
は

着
々
と
進
み
、今
か
ら
開
店
が
楽
し
み
で
す
。

　

長
女
は
田
植
え
２
日
前
に
男
の
子
を
出
産

し
ま
し
た
が
、
女
の
子
し
か
育
て
た
こ
と
の

無
い
私
を
初
め
て
の
経
験
が
待
っ
て
い
ま
し

た
。
仕
事
を
早
め
に
片
づ
け
家
に
帰
る
と
長

女
が
何
や
ら
騒
い
で
い
る
の
で
行
っ
て
み
る

と
、
孫
の
オ
ム
ツ
を
は
ず
し
た
と
た
ん
オ

シ
ッ
コ
を
か
け
ら
れ
洋
服
が
濡
れ
て
い
た
の

で
す
。
オ
ム
ツ
を
換
え
な
が
ら
、
こ
の
不
意

打
ち
攻
撃
を
防
ぐ
何
か
良
い
方
法
は
な
い

も
の
か
と
長
女
と
頭
を
寄
せ
合
っ
て
考
え
た

末
、
小
さ
な
乳
酸
菌
飲
料
の
容
器
を
使
っ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
は
大

き
す
ぎ
て
役
に
は
た
ち
ま
せ
ん
。
次
の
日
、

仕
事
の
帰
り
に
１
０
０
円
均
一
の
店
で
10
個

１
０
０
円
の
指
サ
ッ
ク
を
買
っ
て
帰
り
、
少

し
ハ
サ
ミ
で
短
く
調
節
し
て
使
っ
て
み
る

と
、
こ
の
た
め
に
作
ら
れ
た
か
の
よ
う
で
申

し
分
あ
り
ま
せ
ん
。
男
の
子
の
オ
ム
ツ
交
換

で
お
困
り
の
方
は
ぜ
ひ
お
試
し
あ
れ
。
こ
の

後
、孫
が
成
長
し
て
母
親
に
「
く
そ
ば
ば
ぁ
」

な
ど
と
言
っ
た
時
に
は
、
母
と
ば
ば
が
ど
ん

な
に
苦
労
し
た
か
を
話
し
て
や
ら
な
く
て
は

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
常
日
頃
困
っ
た
こ
と
が
あ
る

と
何
か
良
い
解
決
策
は
な
い
も
の
か
と
考

え
、
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
に
さ
さ
や
か
な

喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
が
、
田
の
草
取
り
に

時
間
と
労
力
を
費
や
し
て
い
た
時
に
は
、
何

日
も
田
の
中
で
た
だ
ひ
た
す
ら
楽
な
方
法
は

な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
苦
肉
の
策
で
熊
手
に
目
を
付
け
い
ろ
い
ろ

試
し
た
結
果
、
幅
を
狭
め
て
裏
返
し
稲
の
間

の
土
を
か
き
混
ぜ
る
と
稲
は
残
り
、
雑
草
だ

TAZUMI　KAWAKAMI河上たずみ
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目
に
植
え
た
ブ
ド
ウ
の
木
も
今
年
は
実
を
つ

け
来
年
は
皆
で
ブ
ド
ウ
狩
り
を
と
思
っ
て
い

た
矢
先
、
袋
を
か
け
た
ま
だ
青
い
ブ
ド
ウ
は

猿
ら
し
き
動
物
に
あ
え
な
く
も
ぎ
と
ら
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ハ
ク
ビ
シ
ン
に
食
い
荒
ら

さ
れ
た
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
や
イ
ノ
シ
シ
に
踏

み
荒
ら
さ
れ
た
水
田
を
目
の
当
た
り
に
し
た

時
の
急
激
な
生
産
意
欲
の
減
退
は
、
な
か
な

か
立
ち
直
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
残
念
な
状
況
と
は
反
対
に
、
今
年
力

を
入
れ
た
ス
イ
カ
は
順
調
に
育
ち
、
予
想
以

上
の
収
穫
が
有
り
ま
し
た
。
農
園
に
着
く
と

真
っ
先
に
ハ
ウ
ス
へ
入
り
、
孫
た
ち
が
喜
ぶ

顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
花
の
受
粉
を
し
、

見
て
回
る
の
が
楽
し
み
な
日
課
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
で
き
た
物
は
親
戚
に
も

配
り
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

私
の
「
育
て
る
」
と
い
う
本
能
に
も
近
い

営
み
を
充
分
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
農
業
に

益
々
の
め
り
込
ん
で
い
く
予
感
が
し
ま
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦

し
て
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
農
園
生
活
を
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
わ
ず
か
２
年
半
の
経
験
で
す

が
、
そ
の
中
で
厳
し
い
現
実
と
も
向
き
合
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
は
こ
の
地
域
で
も
深
刻
な
問
題
で

す
。
労
働
に
見
合
っ
た
収
入
が
確
保
さ
れ
て

こ
そ
若
い
後
継
者
が
育
つ
の
で
は
な
い
か

と
、
お
ば
さ
ん
は
１
人
畑
で
ピ
ー
マ
ン
を
収

穫
し
な
が
ら
こ
の
地
の
農
業
を
案
じ
て
い
ま

す
。

た
も
の
を
草
が
生
え
る
所
に
撒
く
と
い
う
方

法
を
試
し
ま
し
た
が
、
厚
さ
が
足
り
ず
草
が

生
え
て
し
ま
っ
た
の
で
、
来
年
は
も
っ
と
工

夫
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
残
り
２

つ
の
強
敵
は
私
が
知
恵
を
絞
っ
た
く
ら
い
で

は
解
決
で
き
そ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
害

獣
の
被
害
は
大
き
く
、
個
人
で
対
策
を
施
し

た
く
ら
い
で
は
焼
け
石
に
水
の
感
が
あ
り
、

全
国
的
な
物
心
両
面
の
損
失
を
考
え
る
と
、

大
き
な
組
織
で
の
抜
本
的
な
対
策
が
必
要
な

状
況
に
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
２
年

け
が
浮
き
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。
こ
の
方
法
で
今
ま
で
よ
り
早
く
草

取
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
私
に

と
っ
て
大
発
見
で
し
た
が
、
田
ん
ぼ
の
中
で

熊
手
を
振
り
回
し
て
い
る
と
、
隣
の
田
の
ご

主
人
が
「
気
に
入
っ
た
？
」
と
呆
れ
顔
で
通

り
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
何
事
も
新
し
い
こ

と
は
理
解
さ
れ
に
く
い
も
の
で
す
。

　

残
さ
れ
た
今
の
難
題
は
畑
の
雑
草
と
紫
外

線
そ
れ
に
害
獣
で
す
が
、
畑
の
雑
草
に
つ
い

て
は
、
隣
人
に
教
わ
っ
た
杉
の
皮
を
粉
砕
し

▲いつもお世話になっているピーマン部会の役員さんたちと。右側後方が河上
さん

▲スイカを収穫する河上さん。今年
は甘くておいしいスイカがたくさ
んできました

9



　愛媛県とＪＡ全農えひめ、愛媛県果樹研究同
志会、愛媛県女性果樹同志会は、10月16日、松
山市の㈱えひめ飲料で、「踏み出そう！強い果
樹産業への第一歩を！！」をテーマに、平成25
年度愛媛県園芸大会を開きました。
　大会には、生産者、ＪＡ・市場等から関係者
約500人が出席。園芸功労者表彰、優良卸売会
社の表彰と指定卸売会社73社への指定証交付、
2013愛媛みかん大使の紹介などを行いました。
　大会宣言では、高品質果実の安定供給ととも
に、優良品目・品種への転換や園地基盤整備な
どによる経営基盤の強化と競争力のある産地づ
くり、消費者ニーズに合った高品質果実を執念
供給しさらなる愛媛ブランドの確立を目指すこ
とを確認。①いつまでも天候のせいにできない
ぞ！　 高品質づくりへの挑戦！、②チーム愛媛
で計画出荷、③園地継承、産地を守れ、地域で
取り組む基盤整備、④安全・安心はまじめな愛
媛の心から－のスローガンを満場一致で採択し
ました。
　また、ＪＡ全農えひめから25年産愛媛産柑橘
の生産販売状況・消費宣伝計画、愛媛県から県
果樹農業の現状と課題についてそれぞれ報告し
たほか、日本園芸農業協同組合連合会の高辻豊
二技術主幹が、「かんきつ果実の消費動向と今
後の生産・販売について」と題して、記念講演
を行いました。
　なお、平成25年度園芸功労者表彰受賞者は次
の皆さん（敬称略・ＪＡ名の方は職員）。
【愛媛県農産園芸功労知事表彰】
▽宇佐美好正（西条市）▽松岡温（松山市）▽

　10月１日、２日の２日間、愛媛県農林水産研
究所と同果樹研究センターで、研究成果を生産
者や関係者に広く知ってもらおうと、「攻めの
農林水産業　活かそう新技術・新品種」をテー
マに「平成25年度愛媛県農林水産参観デー」が
開催され、大勢の方で賑わいました。
　ＪＡ全農えひめは、愛媛県農林水産研究所で
肥料・農薬やハウス・農機等資材の紹介・展示、
お米の食味分析を実施。果樹研究センターでは、
協賛展として愛媛県くり研究同志会主催のくり
品評会の出品果実と立木部門入賞ほ場のパネル
を展示紹介のほか、かんきつ・落葉果樹の展示
を行い、訪れた人の関心を集めていました。

山岡建夫（松山市）▽堀本健二（内子町）▽樋
田剛（八幡浜市）
【果樹産業振興桐野基金果樹産業功労者表彰】
▽藤木政弘（今治市）▽久保嘉男（伊予市）▽
青井和子（松山市）▽玉川隆則（大洲市）▽柴
田紳一郎（八幡浜市）▽和家康治（西予市）
【果樹産業振興全農愛媛県本部長賞】
▽森康弘（ＪＡおちいまばり）▽桑原強（ＪＡ
えひめ中央）▽阿部弘司（ＪＡえひめ中央）▽
武田修治（ＪＡ愛媛たいき）▽野本康司（ＪＡ
にしうわ）▽坂本和則（ＪＡにしうわ）

●平成25年度愛媛県園芸大会

踏み出そう！強い果樹産業への第一歩を！！

●平成25年度愛媛県農林水産参観デー

ＪＡ全農えひめは展示や米食味分析等を実施

▲知事表彰を受ける宇佐美さん
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　会場では、元五輪日本代表の中西千枝子さん
と楠原千秋さんを講師に迎え、「ちびっこバレー
ボール教室」も開かれました。

　ＪＡ全農えひめと愛媛県くり研究同志会は、
９月30日、平成25年度「愛媛県くり品評会」を
開催し入賞者を決定しました。最高位の農林水
産大臣賞は立木部門で笹岡庄蔵さん（ＪＡひが
しうわ）、果実部門で三ツ井久一さん（ＪＡえひ
め中央）が選ばれました。12月に表彰式が行わ
れます。
　品評会には立木部門に11点、果実部門に47点
の出品があり、果実部門では県・同志会・ＪＡ
全農えひめの関係者が、果実の形や玉揃いなど
を審査し、各賞を決定しました。
　出品果実は、10月１～２日に、県果樹研究セ
ンターで行われた農林参観デーで展示しまし
た。
　その他の受賞者は次の皆さんです（カッコ内
はＪＡ名・敬称略）。
【立木部門】▽愛媛県知事賞＝増岡英明（愛媛
たいき）▽全農愛媛県本部長賞＝林敏彦（ひが
しうわ）▽くり研究同志会長賞＝山村信昭（え
ひめ中央）、長尾慶准（愛媛たいき）、福田小夜
子（えひめ中央）
【果実部門】▽愛媛県知事賞＝和泉博泰（えひ
め中央）▽全農愛媛県本部長賞＝川内律男（愛
媛たいき）▽くり研究同志会長賞＝岡崎良一（ひ

　ひめライス50周年記念「第37回テレビ愛媛杯
愛媛県ママさんバレーボール大会」が、９月21
日、松山市の愛媛県武道館主道場で開かれ、久
米クラブ（松山市）が初優勝を飾りました。
　大会には県内35チームの中から東・中・南予
の各地区予選を勝ち抜いた16チームが参加。競
技は、９人制・トーナメント方式で行われ、選
手たちは家族の声援を受けながら熱戦を展開し
ました。
　㈱ひめライスは、スポーツ振興を通して健康
で明るい家庭づくりに貢献しようと、毎年、同
大会に協賛しています。３位以内の上位４チー
ムのメンバー全員に新米無洗米『あらうまい愛
媛県産コシヒカリ』と㈱えひめ飲料提供のポン
ジュースセットを、参加者全員にお米とひめラ
イスグッズをプレゼントしました。

がしうわ）、西本和明（愛媛たいき）、和田清光（え
ひめ中央）

●平成25年度「愛媛県くり品評会」

農林水産大臣賞に笹岡庄蔵さんと三ツ井久一さん

●ひめライス50周年記念「第37回テレビ愛媛杯愛媛県ママさんバレーボール大会」

ひめライスがスポーツを通して健康づくりに貢献！

▲優勝した久米クラブのメンバー
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長は、「毎年いただいてありがたい。秋の交通
安全運動で活用したい」と応じていました。
　ジュースの贈呈は、同社が社会貢献活動の一
環として、平成22年から毎年実施しています。

　ＪＡ全農えひめ営農振興課は、TAC活動の
充実とレベルアップにつなげようと、９月27日、
松山市のＪＡ愛媛別館で「愛媛県TAC・TAC
管理者合同研修会」を開きました。
　TACとは、出向く営農に取り組むＪＡ担当
者の愛称。「とことん会ってコミュニケーショ
ン」を合言葉に活動しています。
　研修会には７ＪＡのTAC・管理者など36人
が参加。各ＪＡから今年度の取り組み方針・内
容を報告したほか、管理者・年齢層別に４グルー
プに分かれ、新規・後継者とＪＡの低利用者へ
の対応をテーマに、各自の取り組み事例や理想
像、今後のTAC活動の方向について意見を出
し合い発表しました。
　また、長崎県のＪＡ島原雲仙のTAC２名と
TAC管理者の講演を基に、訪問する担い手と
の関係、事業に対する取り組み方法、課題と対
策・解決手法などを学びました。
　愛媛県内では８ＪＡで62人がTACとして活

動中。全国大会で数多く表彰されるなど全国的
にも高レベルの活動が評価されています。
　ＪＡ全農えひめ営農振興課では、「TACは担
い手との信頼関係づくりに有用であると考えて
いる。さらにＪＡ内部で役員をはじめ横断的事
業間連携を深め、ＪＡ事業と農業基盤を強化し
ていくことが重要と考える。今後は検討会や研
修会をさらに拡充して個別課題の解決や活動充
実につなげたい」と話しています。

●愛媛県TAC・TAC管理者合同研修会

TAC活動の充実に意見を出し合い発表

　㈱えひめ飲料は、秋の全国交通安全運動の啓
発活動に役立ててもらおうと、９月17日、「ポ
ンジュース」（200㎖紙パック）1,000パックを松
山東交通安全協会に贈りました。
　贈呈したジュースは、９月23日に松山市大街
道で開催された「松山東三世代交通安全フェア」
のほか、交通安全運動期間中に松山東警察署管
内で実施される「交通茶屋」で、交通事故防止
のチラシや反射板とともに配布されました。
　松山市の同社本社で行われた贈呈式には、松
山東警察署の森岡啓署長など関係者が出席。同
社の髙原茂社長が同協会の白石恒二会長に、「心
ばかりではありますが、交通安全の活動にお役
立てください」と商品を手渡しました。白石会

●㈱えひめ飲料が松山東交通安全協会にジュース贈呈

ポンジュースを飲んで交通安全を！
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●平成25年度愛媛県総合畜産共進会
農林水産大臣賞に池田一成さん（ＪＡえひめ南）

▽１等賞首席＝山本三好（愛媛たいき）▽同次
席＝池田一成（えひめ南）▽同３席＝井関秀夫（ひ
がしうわ）
【子牛去勢部門】▽優等賞首席＝池田一成（えひ
め南）▽同次席＝大森久光（ひがしうわ）▽１
等賞首席＝谷平伸弘（えひめ南）▽同次席＝藤
原輝明（ひがしうわ）▽同３席＝井上勉（同）

　平成25年度愛媛県総合畜産共進会の第74回家
畜改良共進会肉用種種牛の部が、10月18日、西
予市野村畜産総合振興センターで開かれ、農林
水産大臣賞に未経産牛部門優等賞首席の池田一
成さん（ＪＡえひめ南）の出品牛「えいこ１」
が選ばれました。
　池田さんの「えいこ１」は、資質・品位を兼
ね備えた立派な雌牛で、栄養度管理、調教等使
用管理面の徹底などが高く評価されました。
　その他の受賞者は次の皆さんです（敬称略・
カッコ内はＪＡ名）。
【経産牛部門】▽優等賞首席（農林水産省生産局
長賞）＝角藤幸男（ひがしうわ）▽同次席＝越
智章（周桑）▽１等賞首席＝岡山則雄（ひがし
うわ）▽同次席＝山本三好（愛媛たいき）
【未経産牛部門】▽優等賞次席＝角藤幸男（ひが
しうわ）▽１等賞首席＝大塚健三（同）▽同次
席＝山岡造（愛媛たいき）
【子牛雌部門】▽優等賞首席（中国四国農政局長
賞）＝山岡造（愛媛たいき）▽同次席＝山岡造（同）

　10月１日、松山市堀之内の城山公園内管
理広場で、愛媛県酒造協同組合の主催によ
り県内の18蔵元が参加し、「えひめほろよ
いフェスタ'13」が開かれました。
　このフェスタには、ＪＡ全農えひめも協
賛。1,000人収容の会場には、大勢の方が参
加。愛媛のお酒と一緒に、じゃこてんなど
屋台コーナーの料理を味わい、ほろ酔い気
分で“えひめの酒祭り”を楽しみました。
　このイベントに協賛したＪＡ全農えひめ
とグループ会社は、特設ステージで行われ
たお楽しみ抽選会に自慢の商品を提供し、
今年もイベントを盛り上げました。

　愛媛県議会果樹農業振興議員連盟主催の
「果樹を語る会」が、９月26日、松山市の
国際ホテル松山で開かれました。
　同会は、果樹同志会役員、県議会議員、
県行政、ＪＡなど関係者が出席。平成19年
から毎年行われており今回が７回目です。
　会では、柑橘の販売戦略と中晩柑の夏季
出荷技術について県より情勢報告したほ
か、出席者が産地の取り組み状況や販売戦
略について意見交換しました。
　愛媛県果樹同志会からは６人が出席。基
盤整備事業や補助事業の継続・拡大や要件
の見直し、鳥獣害対策を始め、TPPへの対
応などについて意見を求めるとともに要請
しました。

●えひめほろよいフェスタ'13

愛媛の酒の消費拡大を！
ＪＡ全農えひめも応援！

●�愛媛県議会果樹農業振興議員連
盟「果樹を語る会」

産地の取り組みと販売
戦略について意見交換

▲大臣賞に輝いた池田さんと「えいこ１」
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ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.155 総集編 東予Ⅰ
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▲今が本番、里芋・伊予美人

▲甘さがきわだつ
　新居浜市大島産の白芋

▲ジャジャうま市

▲あかがね市　四季菜広場

ジャジャうま市 〜JAうま〜

あかがね市 四季菜広場 〜JA新居浜市〜

ジャジャうま市 〜JAうま〜

あかがね市 四季菜広場 〜JA新居浜市〜

●℡／0896-23-3377

●営／９：00～16：00

●休／年末年始

●℡／0897-31-0181
●営／８：30～16：00
●休／�12月31日～１月４日、8月16日

（盆）、10月17～18日（地方祭）
●住／新居浜市田所町3-63

●住／四国中央市中庄町1684-4

●URL ／ http://www.ja-uma.or.jp/

●�その他の店舗／おいでや市、金生ふれあい市

●URL／ http://www.ja-nihamashi.or.jp/
●�「あかがね市」インショップ／コープえひめ
コープ神郷、コープえひめコープ山根、コー
プえひめコープ金子、イオンモール新居浜店、
パルティフジ本郷店、パルティフジ東田店

インフォメーション

インフォメーション

▲春にはイチゴまつりを開催

▲�里芋焼酎「やまじごろし」
と山の芋焼酎「うま乃風」
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ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.155 総集編 東予Ⅰ
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園
芸
の
直
売
所
だ
け
に
、
柑
橘

で
は
進
物
に
も
お
す
す
め
の
紅

ま
ど
ん
な
、
柿
で
は
６
０
０
ｇ
の

大
玉
も
珍
し
く
な
い
太た

い

天て
ん

、
そ
の

他
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
、
梅
、
イ

チ
ゴ
、
メ
ロ
ン
な
ど
季
節
の
果
実

が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
品
揃
え
で

す
。
直
販
店
舗
で
は
Ｊ
Ａ
東
予
園

芸
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品
が
い
つ

で
も
求
め
ら
れ
、
お
値
打
ち
価

格
の
豪
華
な
バ
ラ
の
花
が
気
持
ち

を
豊
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

▲ときめき水都市　本店

▲おいでんや　とうえん

▲�干し柿なのにやわ
らかい「あんぽ柿」

▲まろやか風味の梅干し「健紅梅」。お徳用から贈答用まで、各種あり

▲�大きいのに、きめが細かく柔らかくて
甘い「絹かわなす」 ▲米粉パンがズラリ

おいでんや とうえん 〜JA東予園芸〜

ときめき水都市 本店 〜JA西条〜

おいでんや とうえん 〜JA東予園芸〜

ときめき水都市 本店 〜JA西条〜

●℡／0898-68-3600

●�営／土・日曜のみ７：00～15：00

　　　※直販店舗は８：00～17：00

●休／１月１～３日

●℡／0897-53-6771
●営／８：30～18：00
●�休／１月１～３日、10月16 ～17
日（地方祭）
●住／西条市神拝字出口甲487-４
●URL／ http://www.ja-saijyo.or.jp/

●住／西条市丹原町田野上方462

●URL／ http://www.toyoengei.jp/

●その他の店舗／楽しみ市

●�その他の店舗／ときめき水都市�みのり
ちゃん市場、ときめき水都市�武丈店、
ときめき水都市�新居浜店
●�「ときめき水都市」インショップ／コー
プえひめコープ中萩、コープえひめコー
プ今治、コープえひめコープ喜田村

インフォメーション

インフォメーション
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編 集 後 記
今月の
クイズ

ン
ド
力
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
売
り
出
す
の
も
大
変
で

す
よ
ね
。

　

今
、
女
性
部
活
動
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員

は
10
名
ち
ょ
っ
と
。地
域
の
行
事
に
は
ほ
と
ん
ど
参
加
。

夏
の
盆
踊
り
に
は
か
き
氷
売
り
、
冬
の
文
化
祭
に
は
喫

茶
コ
ー
ナ
ー
を
。
か
き
氷
や
手
作
り
の
手
芸
品
の
売
り

上
げ
で
、
研
修
旅
行
（
昨
年
は
岡
山
。
今
年
は
大
阪
）

は
日
帰
り
で
す
け
ど
…
、
食
事
会
を
し
た
り
、
仲
よ
く
、

楽
し
く
地
域
を
盛
り
上
げ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
何
事

も
楽
し
い
と
思
っ
て
や
れ
ば
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
。
仕
事
も
そ

う
な
る
と
い
い
ん
だ
け
ど
ね
…
。

	
	

（
西
予
市
・
安
岡　

光
代
さ
ん
）

●
河
上
た
ず
み
さ
ん
の
エ
ッ
セ
ー
「
ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ

第
二
の
人
生
」。
若
い
時
の
夢
を
還
暦
を
過
ぎ
実
現
し

た
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の

多
い
中
で
、
農
業
を
や
る
こ
と
は
、
健
康
に
も
よ
く
長

寿
の
秘
訣
だ
と
思
い
ま
す
。

　

第
二
の
人
生
、
農
業
に
取
り
組
む
人
の
紹
介
記
事
を
お

願
い
し
ま
す
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
平
家　

祥
照
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
。
私
の
２
年
先
輩
の
河
上
さ
ん
。

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
第
２
の
人
生
を
楽
し
ま
れ
て
い
ら

し
て
、
と
て
も
う
ら
や
ま
し
く
思
い
ま
す
。
人
間
一
人

で
は
限
ら
れ
た
こ
と
し
か
で
き
な
い
し
、
皆
さ
ん
の
協

力
あ
っ
て
の
人
生
…
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
定
年
に
な
っ
て
か
ら
現
在
で
も
働
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
の
協
力
を
受
け
な
が
ら
仕
事
を

や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
歳
ま
で
続
け
ら
れ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。
老
人
パ
ワ
ー
で
頑
張
り
ま
す
。

	
	

（
松
山
市
・
松
本　

恵
子
さ
ん
）

●
９
月
号
の
表
紙
の
絵
は
彼
岸
花
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の

で
、
お
彼
岸
の
前
に
は
ど
う
だ
と
い
う
ほ
ど
咲
き
誇

り
、
季
節
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
（
季
節
を
感
じ
る

絵
で
す
ね
）。
９
月
19
日
の
仲
秋
の
名
月
。
マ
ン
ま
る

で
見
え
る
の
は
２
０
１
０
年
代
で
は
最
後
だ
と
か
。
き

れ
い
な
ま
ん
丸
い
お
月
様
を
「
今
度
見
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
な
あ
」
と
思
い
つ
つ
、空
を
見
上
げ
て
ま
し
た
。

９
月
16
日
の
台
風
の
影
響
は
こ
の
辺
は
あ
ま
り
受
け
な

か
っ
た
け
ど
、
最
近
は
竜
巻
と
か
昔
は
な
か
っ
た
よ
う

な
こ
と
が
よ
く
起
こ
り
ま
す
。
も
し
も
の
時
の
対
策
な

ど
教
え
て
く
だ
さ
い
。

	
	

（
西
条
市
・
武
田　

五
月
さ
ん
）

●
９
月
号
の
特
集
は
、
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ

の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
の
内
容
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
直

売
所
め
ぐ
り
の
と
き
め
き
水
都
市
は
一
度
訪
ね
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ナ
ー
は
参
考
に

な
り
ま
す
。
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
広
が
り
ま
す
。

　

各
Ｊ
Ａ
の
特
徴
の
あ
る
運
営
内
容
を
み
た
い
。
例
え
ば

○
○
Ｊ
Ａ
は
直
売
所
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
か
、
○
○

Ｊ
Ａ
は
組
織
力
を
ア
ッ
プ
し
て
農
業
を
担
う
人
材
を
育

成
し
て
い
る
と
等
紹
介
し
て
ほ
し
い
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
二
宮　

光
代
さ
ん
）

●
「
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
た
ま
ご
」
を
買
い
ま
し
た
。
カ

ラ
ー
で
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
が
と
て
も
可
愛
ら
し
く
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
生
で
食
べ
て
も
、
ニ
ラ
玉
、

何
で
も
美
味
し
い
で
す
。
オ
シ
ャ
レ
で
す
。

　

５
年
く
ら
い
前
か
ら
農
業
協
同
組
合
で
ニ
ン
ニ
ク
の
種

を
購
入
し
植
え
て
い
ま
す
。
立
派
な
ニ
ン
ニ
ク
が
収
穫

で
き
ま
す
。
我
が
家
の
食
卓
に
ニ
ン
ニ
ク
料
理
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。焼
肉
の
た
れ
を
作
っ
て
保
存
し
て
、カ
レ
ー

な
ど
の
隠
し
味
に
入
れ
て
い
ま
す
。
長
い
間
吊
る
し
て

い
る
と
ス
カ
ス
カ
に
な
る
の
で
、
今
は
バ
ラ
バ
ラ
に
し

て
冷
凍
保
存
し
て
い
ま
す
。
良
い
方
法
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

	
	

（
上
島
町
・
益
崎　

君
枝
さ
ん
）

●
９
月
号
ね
っ
と
わ
ー
く
の
み
か
ん
大
使
の
記
事
を
見

て
、
も
う
こ
の
時
期
が
来
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。
１

年
っ
て
早
い
な
…
。
ひ
め
ラ
イ
ス
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は

応
募
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。	

	
	

（
松
山
市
・
河
原　

信
子
さ
ん
）

●
２
０
１
３
愛
媛
み
か
ん
大
使
に
娘
の
お
友
だ
ち
が
な
っ

て
い
て
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。
１
年
間
頑
張
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

　

今
年
は
台
風
が
よ
く
で
き
ま
し
た
。
台
風
は
１
年
に
何

号
く
ら
い
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

気
象
に
つ
い
て

取
り
上
げ
て
ほ
し
い
。

	
	

（
八
幡
浜
市
・
米
花　

佐
智
子
さ
ん
）

　
●
統
計
Ｂ
Ｏ
Ｘ
で
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
収
穫
量
が
27
年
連

続
日
本
一
っ
て
す
ご
い
こ
と
で
す
よ
ね
。
で
も
高
齢
化

の
問
題
が
深
刻
で
す
。
農
業
を
す
る
人
が
い
な
く
て
こ

れ
か
ら
ど
う
な
っ
て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
？　

今
年
の

よ
う
に
水
不
足
や
豪
雨
に
な
る
と
、
収
穫
も
不
安
定
。

収
穫
が
少
な
く
な
れ
ば
、
所
得
も
少
な
く
な
る
の
で
悪

循
環
。「
日
の
丸
み
か
ん
」
の
よ
う
に
知
名
度
・
ブ
ラ

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

９
月
号
の
答
え
は
「
ち
び
ま
る
こ
ち
ゃ
ん
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

安
藤　

満
恵
さ
ん
（
西
条
市
）　　

亀
田　
　

均
さ
ん
（
伊
予
市
）

上
甲　

良
枝
さ
ん
（
鬼
北
町
）　　

黒
田
三
恵
子
さ
ん
（
西
予
市
）

井
上　

喜
美
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）　

石
野　
　

満
さ
ん
（
伊
予
市
）

江
戸　

清
子
さ
ん
（
東
温
市
）　　

井
原　

愛
美
さ
ん
（
西
条
市
）

幸
山　

春
美
さ
ん
（
内
子
町
）　　

太
田　

真
奈
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

当
選
者
発
表

締
　
切
　
り

平
成
25
年
12
月
16
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発
　
　
　
表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
１
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★「オレンジロード」の集大成

として、ＪＡ全農えひめは４
月14日の「オレンジデー」に
向けて様々なイベントを開催
しました（７ページで紹介）。
この他にオレンジデーに合わ
せてイベントを実施する百貨
店も出てくるなど、徐々にで
はありますが、記念日として
浸透しつつあります。また各
種媒体からＪＡ全農えひめに
問い合わせも入っており、「オ
レンジデーといえば愛媛＝柑
橘」といったイメージも定着
しつつあるようです。
　リーダーズ通信内のイベント
情報コーナーへの情報提供を
お願いします	 （正直）

愛
媛
の
里
芋
ブ
ラ
ン
ド
の
名
前
は
？ 

「
伊
予
○
○
」

★収穫の秋、県内各地では品評
会や収穫祭など様々なイベン
トが行われました。皆さんの
地域では、どういった催しが
行われましたか？　魅力ある
イベントに向けて、こういっ
た工夫・苦労をしたら好評
だった等お便りをお待ちして
います。
　先日、「スイーツコンテスト」
がありました。柑橘や果実以
外にも、野菜等を使ったス
イーツの逸品が出されていま
した。「おいしそう。きれい」
だけでなく、商品が多くの人
に認知され、農産物の素材の
良さ・PRにつながればと思っ
ています。	 （正直）
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約370kcal
ご飯	 ４人分
　卵	 ８個
　塩	 ふたつまみ
キノコ類	 150ｇ
カニカマ	 40ｇ
　中華スープ	 400㏄
　酒	 大さじ１
　砂糖	 大さじ１
　醤油	 大さじ１
　オイスターソース	 大さじ１
　塩	 少々
　コショウ	 少々
片栗粉	 大さじ２
水	 大さじ２
ゴマ油	 小さじ１
油	 適量
パセリ	 少々

〈作り方〉
①　Ⓐの調味料をひと煮立ちさせ、冷ます。
②　卵を鍋に入れ、かぶるくらいの水を入れて火
にかけ、沸騰から約５分したら、氷水に落とす。
③　卵の殻をむき、①にひと晩漬ける。（タッパー
やジップロックなどを使うと便利）。

※ラーメンやご飯の上にのせていただく。

味つけ半熟卵 天津飯フラメンカエッグ

〈作り方〉
①　ジャガイモ、ピーマン、タマネギ、ウインナー
は１㎝の角切り。ニンニクはみじん切り。

②　フライパンにオリーブオイルを熱し、ジャガ
イモを炒め、ニンニク・ピーマン・タマネギ・
ウインナーを加えて炒め、トマト缶とコンソメ
を加えて煮、塩・コショウで味を調える。

③　耐熱容器に②を入れ、くぼみを作り卵を割り
入れ、180℃のオーブンで卵の白みに火が入る
くらい、５分程度焼く。

〈作り方〉
①　キノコ類は適当な長さに切り、大きいものは
ほぐしておく。カニカマは３㎝の長さに切り、
ほぐす。

②　フライパンにゴマ油をしき、①を炒める。キ
ノコ類がしんなりしたら、Ⓑを加えて煮立て、
水溶き片栗粉を加えてとろみをつける。

③　別のフライパンに油を熱し、Ⓐの溶き卵を一
気に流し入れ、菜ばしで手早く全体にかき混ぜ、
半熟の状態でご飯の上にのせる。

④　③の上に②のあんをかけ、みじん切りをした
パセリを散らす。

〈材料・４人分〉　　※1個あたり約80kcal
卵	 ８個
　ミリン	 120㏄
　醤油	 80㏄
　酒	 100㏄
　砂糖	 大さじ２
氷水	 適量

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約243kcal
卵	 ４個
ジャガイモ	 小２個
ピーマン	 ２個
タマネギ	 １個
ウインナー	 ４本
ニンニク	 ２片
オリーブオイル	 大さじ２
トマト水煮缶	 400ｇ
固形コンソメ	 １個
塩	 適量
コショウ	 適量

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
フ
ラ
メ
ン
カ
エ
ッ
グ
、（
後
方
）
味
つ
け
半
熟
卵
、（
右
）
天
津
飯

Ⓐ

Ⓐ

Ⓑ

　愛媛で大切に育てられた、
みかん、いよかん、ひめぽ
ん、きよみ、河内晩柑の５
種類を詰め合わせにしてお
届けします。
　大切な方へのご贈答や、
ご家族での飲みくらべなど、
いろいろな用途でお楽しみ
いただけます。

◆セット内容
　完熟愛媛みかん　190ｇ缶　８本
　愛媛いよかん　　190ｇ缶　４本
　愛媛ひめぽん　　190ｇ缶　４本
　愛媛きよみ　　　190ｇ缶　４本
　愛媛河内晩柑　　190ｇ缶　４本

５柑橘のおいしさ　飲みくらべ

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

大切なあの方へ　えひめ飲料　通販限定商品大切なあの方へ　えひめ飲料　通販限定商品大切なあの方へ　えひめ飲料　通販限定商品

POM 愛媛の柑橘ジュース詰め合わせPOM 愛媛の柑橘ジュース詰め合わせPOM 愛媛の柑橘ジュース詰め合わせ

１９０ｇ缶／２４本入　３,５００円（税抜）
送料全国一律５００円

※５,０００円以上ご購入で送料無料

小さなみかん箱風ＢＯＸでお届けします！

１日の元気のエネルギー
朝たまごからはじめよう

今月の素材

鶏卵

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。
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